
利用者の通所・居住場所の確保を優先した体制
・全利用者、職員のマスク着用（反復使用、利用者については販売又は支給）
・消毒の徹底
・外出自粛の徹底（人と接触しない）
・通院方法の変更（処方箋の受取りなど）

第１ステージ（感染拡大防止、行動自粛体制）

本部拠点日中活動系

ワークショップ
おおあみ

パンプキンハウス
山武ブリオ

ホレブデイ
サービスセンター

ワークショップ
しらさと

・ワーナーホーム入居者（だいちを除く）と地域利用者の利用空間を分ける。
・プログラムの縮小（買物ツアー等の外出は中止、地域利用者のみ買物代行）・
消毒３回/日（11：30、14：30、利用者帰所後）、換気・検温と記録２回/日

・ワーナーホーム入居者（だいちを除く）と地域利用者の作業空間を分ける。
時差通所と作業時間短縮・施設外就労は実施しない・食事は、時差で配食
定期便時間の変更・消毒、マスク着用の徹底・定着支援事業は電話対応

・訪問、来所面談中止・電話での相談対応
・ワークショップしらさと、ワークショップおおあみの応援

・開所時間の短縮（午前のみ、希望者に対して給食提供）・定期便バスの
繰り上げ運行（帰宅時）・消毒３回、換気・検温と記録２回/日



第２ステージ（外出禁止体制）

本部拠点日中活動系

グループホームの存続を最優先とし、圏域全職員で休日体制で運営する。
・通所系は閉鎖、相談系は電話対応
・利用者のストレス対策
・外出禁止

ワークショップ
おおあみ

パンプキンハウス
山武ブリオ

ホレブデイ
サービスセンター

ワークショップ
しらさと

・地域利用者の受け入れ中止
・新ホレブ寮、クロワール、ファミーユ入居者、ＳＳの利用者⇨ホレブ寮で対応

閉鎖

・訪問、来所面談中止・電話での相談対応

閉鎖


